
4よしかわ議会だより

民
生
・
児
童
委
員
の
確
保
に

市
職
員
退
職
者
に
働
き
か
け
を

互　

金
次
郎

問　

�

全
国
的
に
は
、
民
生
委
員
不
足

問
題
は
常
態
化
し
て
い
ま
す
。
近
年

は
、
社
会
的
弱
者
や
要
援
護
者
の
支

援
に
加
え
、
児
童
虐
待
問
題
や
高
齢

者
不
明
問
題
等
そ
の
職
務
範
囲
は
時

代
と
共
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
の
民
生
・
児
童
委
員
の
定
員

充
足
の
現
状
と
課
題
は
。

答
市
長　

�

現
在
、
定
数
１
１
６
人
に

対
し
て
１
０
８
人
と
な
っ
て
お
り
８

人
の
欠
員
で
す
。
近
年
、
な
り
手
の

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
に
対
し
て
、
民
生
・
児
童

委
員
の
や
り
が
い
や
重
要
性
を
訴
え

定
数
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

問　

�

民
生
・
児
童
委
員
の
な
り
手
の

確
保
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
行
政

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
市
職
員
退
職
者

に
働
き
か
け
て
は
。

答
健
康
福
祉
部
長　

�

市
職
員
退
職
者

へ
の
働
き
か
け
は
、
民
生
・
児
童
委

員
の
な
り
手
の
確
保
の
対
策
と
し
て

有
効
性
が
高
い
取
り
組
み
と
考
え
ま

す
。

　

関
係
部
署
と
調
整
し
、
市
職
員
退

職
者
へ
の
案
内
や
声
掛
け
を
行
い
、

本
人
の
了
解
の
も
と
自
治
会
に
紹
介

し
ま
す
。

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

学
童
保
育
室
の
充
実
を

五
十
嵐　

惠
千
子

問　

�

国
は
、
公
明
党
が
提
案
し
た
、

仮
称
「
学
童
待
機
児
童
解
消
加
速
化

プ
ラ
ン
」
を
「
新
た
な
成
長
戦
略
」

へ
盛
り
込
む
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

①
当
市
「
小
４
の
壁
」
と
「
小
１
の

壁
」の
解
消
を
。
②
吉
川
美
南
駅（
東

口
）
周
辺
へ
、
新
時
代
の
学
童
保
育

室
な
ど
を
併
設
し
た
「
子
ど
も
・
子

育
て
総
合
施
設
」
を
全
国
に
先
駆
け
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
建
設
し
て
は
如
何
か
。

答
市
長　

�

①
平
成
27
年
４
月
よ
り
対

象
年
齢
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
。

土
曜
の
保
育
時
間
も
19
時
ま
で
延
長

し
て
い
く
。「
小
１
の
壁
」
で
あ
る

20
時
ま
で
の
保
育
時
間
延
長
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活

用
で
お
願
い
し
た
い
。
②
民
間
活
力

を
使
い
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん

だ
取
り
組
み
が
出
来
れ
ば
良
い
と
思

う
。

◆
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を

問　

�

①
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
計
画
を
。

②
認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
支

援
す
る
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」「
認

知
症
カ
フ
ェ
」
の
取
り
組
み
を
。

答
市
長　

�

①
第
６
期
計
画
に
位
置
づ

け
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
シ
ス
テ

ム
と
な
る
よ
う
計
画
を
策
定
す
る
。

②
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
は
今
年
度

中
に
策
定
。「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
は

場
所
の
設
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

◆
高
齢
者
を
守
る
「
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
」
の
個
別
通
知
を

答
市
長　

�

10
月
１
日
の
接
種
開
始
に

合
わ
せ
、
個
別
通
知
を
発
送
す
る
。

大
規
模
災
害
時
の
応
急
的

飲
料
水
確
保
へ
消
火
栓
の
活
用
を

小
野　

潔

問　

�

耐
震
性
水
道
管
の
布
設
を
進
め

て
い
る
現
在
、
首
都
直
下
型
地
震
等

に
よ
る
大
規
模
災
害
時
の
応
急
的
給

水
活
動
は
道
路
が
寸
断
さ
れ
思
う
よ

う
に
給
水
活
動
が
出
来
な
い
事
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
自
主
防
災
組

織
な
ど
に
よ
り
消
火
栓
を
活
用
し
た

給
水
活
動
を
提
案
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
事
を
本
年
改
定
さ
れ
る
地

域
防
災
計
画
に
位
置
づ
け
を
。

答
市
長　

�

応
急
給
水
拠
点
を
補
完
す

る
給
水
所
と
し
て
、
消
火
栓
を
活
用

す
る
こ
と
は
有
効
な
為
検
討
す
る
。

答
市
民
生
活
部
長　

�

地
域
防
災
計
画

に
も
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
。

◆
吉
川
駅
水
害
対
策
に
貯
水
施
設
を

問　

�「
平
成
25
年
10
月
台
風
26
号
に

よ
る
浸
水
被
害
に
関
す
る
要
望
書
」

を
太
田
国
土
交
通
大
臣
へ
戸
張
市
長

を
は
じ
め
５
市
１
町
の
首
長
と
公
明

党
西
田
実
仁
参
議
院
議
員
、
越
谷
市

選
出
の
藤
林
富
美
雄
県
議
会
議
員
と

で
要
望
活
動
を
し
た
内
容
は
。

　

ま
た
、
新
た
な
貯
留
施
設
の
設
置

に
あ
た
り
県
と
の
協
議
状
況
と
政
策

決
定
へ
の
考
え
は
。

答
市
長　

�

中
川
右
岸
区
間
の
河
川
改

修
、
八
潮
排
水
場
の
能
力
増
強
、
首

都
圏
外
郭
放
水
路
の
延
伸
区
間
の
早

期
着
手
。
市
町
の
ポ
ン
プ
場
、
排
水

機
場
維
持
へ
の
補
助
で
す
。

答
都
市
建
設
部
長　

�

県
と
の
調
整
の

中
で
、
下
水
道
事
業
で
の
国
の
補
助

金
を
活
用
し
な
が
ら
出
来
る
だ
け
早

く
意
思
決
定
を
し
て
い
き
た
い
。

介
護
・
閉
じ
こ
も
り
予
防
は

自
治
会
・
関
係
部
署
と
連
携

降
旗　

聡

問　

�「
い
き
い
き
暮
ら
せ
る
高
齢
者

福
祉
の
推
進
に
つ
い
て
」
①
閉
じ
こ

も
り
対
策
と
し
て
、
社
会
参
加
の
機

会
を
確
保
す
る
た
め
、
生
涯
学
習
課

と
の
連
携
を
。
②
い
き
い
き
運
動
教

室
な
ど
の
告
知
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

掲
示
板
の
活
用
を
。

答
健
康
福
祉
部
長　

�

①
「
閉
じ
こ
も

り
対
策
に
つ
い
て
」
地
域
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
高
齢
者
が
、

趣
味
や
教
養
活
動
を
通
じ
て
社
会
参

加
す
る
こ
と
は
、
認
知
症
や
介
護
の

予
防
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
後
は
事
業
を
実
施
す
る
部
署
と

連
携
し
、
高
齢
者
の
方
が
関
心
を
持

た
れ
る
事
業
や
参
加
し
や
す
い
事
業

の
情
報
を
一
元
化
し
た
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
公
共
施
設
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
と
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

や
民
生
・
児
童
委
員
に
配
布
し
、
声

か
け
の
一
助
と
し
て
活
用
し
、
高
齢

者
の
社
会
参
加
に
結
び
つ
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
掲
示
板
の
活
用

に
つ
い
て
」
日
常
的
に
目
に
で
き
、

ポ
ス
タ
ー
を
複
数
の
方
が
同
時
に
見

る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
人

で
は
参
加
し
づ
ら
か
っ
た
も
の
が
、

誘
い
合
い
の
声
が
あ
が
り
、
参
加
の

き
っ
か
け
作
り
と
な
る
こ
と
も
期
待

で
き
ま
す
。
自
治
会
の
協
力
を
得
な

が
ら
掲
示
板
を
活
用
し
た
情
報
発
信

に
努
め
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

時
代
の
変
化
を
反
映
し
た

高
齢
者
福
祉
計
画
を

中
村　

喜
一

問　

�

第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
で
、

重
視
す
る
観
点
は
。

答
市
長　

�

第
５
期
で
掲
げ
た
「
健
康

づ
く
り
と
介
護
予
防
」「
生
き
が
い

活
動
・
社
会
参
加
の
促
進
」
に
加
え
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」

や「
介
護
予
防
の
推
進
」を
重
視
す
る
。

問　

�

団
塊
の
世
代
が
高
齢
者
の
中
心

世
代
と
な
る
が
福
祉
施
策
の
考
え
は
。

答
市
長　

�

元
気
高
齢
者
の
活
躍
の
場

作
り
や
、
要
支
援
者
へ
の
生
活
支
援

を
拡
大
し
て
い
く
。
高
齢
者
自
身
が

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
シ
ス

テ
ム
も
検
討
し
て
い
く
。

問　

�

三
輪
野
江
、
旭
な
ど
の
過
疎
地

域
で
は
、
今
後
高
齢
者
へ
の
移
動
支

援
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
市
長　

�

現
在
、
要
介
護
者
を
対
象

に
、
病
院
、
公
共
施
設
な
ど
へ
の
タ

ク
シ
ー
利
用
の
外
出
支
援
を
実
施
し

て
い
る
。
今
後
、
第
６
期
計
画
の
ニ

ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え
公
共
交
通
対
策

の
視
点
か
ら
研
究
し
て
い
く
。

問　

�

高
齢
者
世
代
の
能
力
活
用
策
は
。

答
市
長　

�

現
在
、「
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
」「
地
域
寺
子
屋
事
業
」

な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
。
今
後
、
潜

在
す
る
人
材
の
発
掘
や
、
高
齢
者
紹

介
の
環
境
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

◆�

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

答
市
長　

�

暑
さ
対
策
の
た
め
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
、
校
舎
の
改
修
工
事
な

ど
の
優
先
度
を
考
慮
し
な
が
ら
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

一
般
質
問

答
え
て
市
長
！

　

今
定
例
会
で
は
、
14
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
見
解
を
た

だ
し
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
質
問
者
が
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

会
議
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
立
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
が
、
今
定
例

会
の
会
議
録
の
提
供
は
９
月
上
旬
と
な
る
予
定
で
す
。


